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環境への取組み

●環境保全活動のための推進組織を維持・改善し、常に最新の環境マネジメントシステムとする
●内部環境監査を実施し、継続的改善と向上を図る
●環境保全に関する実施事項を文書化し、全社員の周知を図る
●土木構造物・建築物における設計、施工、技術研究及び管理活動における環境保全活動を推進する

●汚染物質の低減への取組み　　　
●省エネルギーへの取組み
●資源循環、省資源への取組み　　
●建設副産物減量化への取組み

●地球温暖化ガス排出量低減への取組み
●グリーン調達の推進への取組み　
●自然環境の保全、再生への取組み

 [ 行 動 指 針 ]

 [ 基 本 理 念 ] わが社は恵み豊かな地球環境の保全の重要性を認識し
企業活動のあらゆる面で地球環境に配慮して行動する

（1） 環境方針 t-CO2 2017年度 2018年度
電力（MWh）
軽油（kl）
灯油（kl）
ガソリン（kl）
重油（kl）
合計

15,991
40,150
635
803
0

57,578

8,556
32,012
532
934
4

42,038

8,423
33,580
778
640
402

43,823

事業エリア内
環境保全コスト 
　①公害防止コスト
　②地球環境保全コスト
　③資源循環コスト  
上下流コスト
管理活動コスト
研究開発コスト
社会活動コスト
環境損傷コスト
その他
合計    

1

2
3
4
5
6
7

（単位：百万円）
区　分 項　目 2016年度 2018年度

水質汚濁・騒音・振動・大気汚染等防止
CO2排出量削減等
分別排出、建設副産物の減量化・再利用・処分費用等
グリーン購入、環境配慮設計他
環境教育、管理人件費等
環境保全の研究開発等
自然保護、地域活動、寄付
自然破壊修復、補償等 

310.2
0.0

1,091.2
21.8
86.6
69.0
14.2
1.6
17.2

1,611.8

2017年度

205.7
0.0

2,973.7
24.7
81.7
84.8
23.6
3.2
13.3

3,410.6

106.8
0.0

3,040.8
47.5
83.7
90.4
9.1

404.5
13.3

3,796.0

■ 環境保全コスト

2016年度 2017年度 2018年度

（単位：千ｔ）
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2018年度環境目的・目標 2018年度実績 評価 2019年度環境目的・目標

地球温暖化防止のために施工段階での温暖化
ガス（CO2）の排出量を削減する。

産業廃棄物の減量化を推進する。

地球温暖化防止のため、本社、支店でのオフィス活動
における温暖化ガス（CO2）の排出量を削減する。

環境社会活動を推進する。

消化高当たりCO2排出量＝土木：59.1t-CO2/億円
　　　　　　　　　          建築：10.0t-CO2/億円

消化高当たり混合廃棄物排出量＝土木：1.28t/億円
　　　　　　　　　　　　　　   建築新築：4.4t/億円
　　　　　　　　　　　　　　   建築RN：5.2t/億円

電気、燃料使用量の原油換算値＝245.7KI

環境社会貢献活動開催率＝土木24.0件/作業所
　　　　　　　　　　　　 建築22.8件/作業所

土木：51.3t-CO2/億円
建築：8.6t-CO2/億円

土木：54.8t-CO2/億円
建築：9.1t-CO2/億円

○
○

土木：1.09t/億円
建築新築：4.2t/億円
建築RN：5.5t/億円

土木：1.03t/億円
建築新築：3.9t/億円
建築RN：4.8t/億円

○
○
×

238.3KI 243.1KI○

27.6件/作業所
23.4件/作業所

28.0件/作業所
29.0件/作業所

○
○
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2
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4

（3） 2018 年度環境会計
      

（4）施工段階における
　　CO2 排出量について
       

（2） 2018 年度環境目的・目標に対する実績と2019 年度目標
       　環境方針を受け、全社の環境目的・目標を設定して取り組んできましたが、2018 年度の目標値に対する活動結果は
下表の通り、建築 RNの混合廃棄物排出が目標未達となりました。これは、内装解体工事で廃棄物の分別が出来なかった
ことが原因です。この結果の内容を分析し、2019 年度の目標を修正したうえで活動を継続していきます。 

　2018 年度の環境会計は、資源循環コストの大幅削減の結果、前年度減となりました。
建設廃棄物の処分費用が、全コストの大半を占めるという傾向は、過年度から変わっていません。

　作業所からの CO2 排出量は、前年度
と大きな変わりはありませんでした。

2016年度 2017年度 2018年度

（単位：千ｔ）

160.0
140.0
120.0

180.0
200.0
220.0
240.0
260.0
280.0
300.0

186.9

298.1
254.6

（5）建設廃棄物の処理実績
       
　総排出量は、汚泥が倍増した関係で、
前年度に比べ 37.2％増加しました。
 

千t 2017年度 2018年度
コンクリート
アスファルト
木くず

混合廃棄物
その他
汚泥
合計

94.5
23.0
14.7
3.7
19.9
98.8
254.6

87.5
19.5
8.8
4.0
15.1
52.0
186.9

66.1
20.5
5.9
3.3
66.9
135.4
298.1

比率 2016年度 2017年度 2018年度
土木
建築
合計

78.9％
94.3％
83.8％

83.7％
96.5％
89.5％

94.9％
99.0％
96.0％

2016年度 2017年度 2018年度

（単位：％）

70.0
65.0
60.0

75.0
80.0
85.0
90.0
95.0
100.0

89.5 96.0
83.8

（6）電子マニフェストの導入
       
　産業廃棄物の委託処理については、
産業廃棄物管理票（マニフェスト）を使
用し、収集運搬から中間処理、最終処分
まで適切に処分されていることを管理しています。
　2007 年度からはマニフェストの記載ミス防止を目的
として電子マニフェストを導入し、2018 年度では導入
率が土建合計で 96.0％と、ほとんどの作業所での導入
が行われています。

（7）中央環境診断
       
　当社では、支店の活動が法的及びその他の要求事項
を適切に順守しているかを定期的に評価するため、本社
環境委員会の委員が中央環境診断で確認しております。
　2018 年度は 9月4日～11月 7日にかけて全支店の
診断を実施しました。診断時に検出した不適合につい
ては、当該支店において是正処置を実施し、次年度の
中央診断で運用状況を再度確認しています。

（8）生物多様性の保全
       
　当社では、建設工事において動植物の生態系バラン
スができるだけ崩れないよう、希少動植物の代替生息
地を整備したり、濁水、騒音・振動、粉じん発生や、
照明方法などに配慮した工事を進めています。
　写真は、工事敷地内のアカマツ 18 本他について、
樹木調査を行い、下草刈り、つる類除去、ワイヤー支
柱点検等、定期的に保全した事例です。

公害防止19.2%
地球環境
保全0.0%

資源循環
67.7%

上下流1.4%
管理活動5.4%
研究開発4.3%

社会活動0.9%

環境損傷0.1%
その他1.1%

2018年度
内訳比率

中央環境診断

アカマツ保全

4.  環境に関する社会活動に積極的に参画し、社会に貢献する

3.  環境保全活動として継続的に下記の項目について取り組む
2.  環境関連法及び会社が同意する発注者、建設業界、近隣住民等の要求事項を順守する

1.  全ての企業活動において、積極的に環境保全活動に取り組み、定着を図る

以下
以下
以下

以下
以下

以下

以上
以上






















